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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

国語国文学特別研究科目名

池谷　知子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ6010

通年／Full　Year 4.02火曜5曜日・時限学期 単位数配当学年

修士論文を書く

授業のテーマ

日本語学・日本語教育に関係するテーマで卒業研究を書くことを目指します。
まず、研究倫理を遵守したデータ採集など、研究者としての基本的な姿勢について学びます。
次に、採取した用例やデータをどのような視点、枠組みで分析するのかなど、論文を書くため技法を身につけな
がら、論文を作成していきます。
同時に、学会発表をすることも視野に入れ、学会発表やポスター発表をするための方法や技術を身につけます。
そのため、積極的に研究会や学会にも参加することを期待します。

授業の概要

①　日本語・日本語教育の分野で高度な知識を身に付けることができる。【知識・理解】
②　テーマについて独自の研究を進め、社会に発信することができる。【態度・指向性】
③　研究倫理を深く理解し、データの取り扱い、個人情報の保護、文献や資料の引用など研究倫理に反すること
がないような意識をもつことができる。【研究倫理】

到達目標

＜前期＞
第１回　修士論文とは
第２回　研究倫理について
第３回　研究倫理について２
第４回　各分野の研究テーマ１
第５回　各分野の研究テーマ２
第６回　データ収集の方法
第７回　データの分析
第８回　テーマ決定
第９回　各自のテーマについて個別指導１
第10回　各自のテーマについて個別指導２
第11回　各自のテーマについて個別指導３
第12回　各自のテーマについて個別指導４
第13回　中間発表の準備１
第14回　中間発表の準備２
第15回　前期のまとめ
＜後期＞
第16回　学会発表の応募の仕方
第17回　要旨の書き方
第18回　発表の準備
第19回　レジュメ、ポスター、スライドの作り方１
第20回　レジュメ、ポスター、スライドの作り方２
第21回　各自のテーマについての発表と質疑応答６
第22回　各自のテーマについて個別指導１
第23回　各自のテーマについて個別指導２
第24回　各自のテーマについて個別指導３
第25回　各自のテーマについて個別指導４
第26回　各自のテーマについて個別指導５
第27回　各自のテーマについて個別指導６
第28回　修士卒業論文の完成１
第29回　修士卒業論文の完成２
第30回 　論述口頭試問

授業計画

事前学習：事前に渡された論文あるいは資料を読んでくる。＜学習時間2時間＞
事後学習：授業内で出された課題について調べてくる。＜学習時間２時間＞
発表があたっている時は、わかりやすい資料を作成しプレゼンテーションを行う。
それ以外にも、自分の選んだ卒業論文のテーマについては、図書館などを利用して積極的に調べ、修士論文作成
につなげていくこと。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義と各自の発表や個人指導を中心に行う

授業方法

修士論文50%　【到達目標①と③に関する到達度の確認】
口頭試問30%　【到達目標①と③に関する到達度の確認】
最終発表20%　【到達目標①、②、③に関する到達度の確認】

評価基準と
評価方法

・出席するだけではなく、積極的な授業参加望む。
・欠席するときは必ず事前に連絡すること。

履修上の注意
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履修上の注意

適宜ハンドアウトを配布

教科書

参考書
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

国語国文学特別研究科目名

黒木　邦彦担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ6010

通年／Full　Year 4.02火曜5曜日・時限学期 単位数配当学年

修士論文の執筆

授業のテーマ

修士論文に求められる論理的思考力を養成すると共に、研究対象を科学的に分析するための方法を学ぶ。

授業の概要

(1) 知識・理解:
a. 論文の構成が理解できる。
b. 問いの必要性が理解できる。

(2) 汎用的技能:
a. 学説が必ずしも定まっていないことに意識的である。
b. 事物の構造に意識的である。
c. 科学的分析の基礎が実践できる。

(3) 態度・志向性:
自説・他説の改善に貢献する意志を持っている。

(4) 研究倫理:
研究倫理を深く理解し、データの取り扱い、個人情報の保護、文献や資料の引用など
研究倫理に反することがないような意識をもつことができる。

到達目標

【前期】
01: 授業概要の説明
02: 修士論文の指導 (1)
03: 修士論文の指導 (2)
04: 修士論文の指導 (3)
05: 修士論文の指導 (4)
06: 修士論文の指導 (5)
07: 修士論文の指導 (6)
08: 修士論文の指導 (7)
09: 修士論文の指導 (8)
10: 修士論文の指導 (9)
11: 修士論文の指導 (10)
12: 修士論文の指導 (11)
13: 修士論文の指導 (12)
14: 修士論文の指導 (13)
15: 中間発表会

【後期】
01: 進捗状況の報告
02: 修士論文の指導 (1)
03: 修士論文の指導 (2)
04: 修士論文の指導 (3)
05: 修士論文の指導 (4)
06: 修士論文の指導 (5)
07: 修士論文の指導 (6)
08: 修士論文の指導 (7)
09: 修士論文の指導 (8)
10: 修士論文の指導 (9)
11: 修士論文の指導 (10)
12: 修士論文の指導 (11)
13: 修士論文の指導 (12)
14: 修士論文の指導 (13)
15: 修士論文発表会

授業計画

(1) 授業前学習 (毎週2時間): 教員が指示した重要語句や参考文献の予習。
(2) 授業後学習 (毎週2時間): 授業内容の復習と卒業研究の準備。授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

板書やスクリーンを活用しながら講義を行なったのち、授業内で完結する課題を与える。

授業方法
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修士論文: 80%
上記到達目標 (1--4) の確認

質疑応答: 20%
上記到達目標 (1--2) の確認

特段の理由無く3回以上欠席した者は、その最終成績を0点とする。

評価基準と
評価方法

特段の理由無く欠席した者に対する学習補助は一切行なわない。

履修上の注意

教科書

参考書
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

国語国文学特別研究科目名

田附　敏尚担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ6010

通年／Full　Year 4.02火曜5曜日・時限学期 単位数配当学年

修士論文を書く

授業のテーマ

日本語学に関係するテーマで修士論文を書くことを目指します。
まず、研究倫理を遵守したデータ採集など、研究者としての基本的な姿勢について学びます。
次に、採取した用例やデータをどのような視点、枠組みで分析するのかなど、論文を書くため技法を身につけな
がら、論文を作成していきます。
同時に、学会発表をすることも視野に入れ、学会発表やポスター発表をするための方法や技術を身につけます。
そのため、積極的に研究会や学会にも参加することを期待します。

授業の概要

(1)　日本語学の分野で高度な知識を身に付けることができる。【知識・理解】
(2)　テーマについて独自の研究を進め、社会に発信することができる。【態度・指向性】
(3)　研究倫理を深く理解し、データの取り扱い、個人情報の保護、文献や資料の引用など研究倫理に反するこ
とがないような意識をもつことができる。【研究倫理】

到達目標

＜前期＞
第１回　修士論文とは
第２回　研究倫理について
第３回　研究倫理について２
第４回　各分野の研究テーマ１
第５回　各分野の研究テーマ２
第６回　データ収集の方法
第７回　データの分析
第８回　テーマ決定
第９回　各自のテーマについて個別指導１
第10回　各自のテーマについて個別指導２
第11回　各自のテーマについて個別指導３
第12回　各自のテーマについて個別指導４
第13回　中間発表の準備１
第14回　中間発表の準備２
第15回　前期のまとめ
＜後期＞
第16回　学会発表の応募の仕方
第17回　要旨の書き方
第18回　発表の準備
第19回　レジュメ、ポスター、スライドの作り方１
第20回　レジュメ、ポスター、スライドの作り方２
第21回　各自のテーマについての発表と質疑応答６
第22回　各自のテーマについて個別指導１
第23回　各自のテーマについて個別指導２
第24回　各自のテーマについて個別指導３
第25回　各自のテーマについて個別指導４
第26回　各自のテーマについて個別指導５
第27回　各自のテーマについて個別指導６
第28回　修士卒業論文の完成１
第29回　修士卒業論文の完成２
第30回 　論述口頭試問

授業計画

事前学習：事前に渡された論文あるいは資料を読んでくる。＜学習時間2時間＞
事後学習：授業内で出された課題について調べてくる。＜学習時間2時間＞
発表があたっている時は、わかりやすい資料を作成しプレゼンテーションを行う。
それ以外にも、自分の選んだ卒業論文のテーマについては、図書館などを利用して積極的に調べ、修士論文作成
につなげていくこと。

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義と各自の発表や個人指導を中心に行う

授業方法

修士論文50%　【到達目標(1)(2)に関する到達度の確認】
口頭試問30%　【到達目標(1)(3)に関する到達度の確認】
最終発表20%　【到達目標(1)(2)(3)に関する到達度の確認】

評価基準と
評価方法

・出席するだけではなく、積極的な授業参加望む。
・欠席するときは必ず事前に連絡すること。

履修上の注意
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なし

教科書

なし

参考書
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

日本語学演習IA科目名

黒木　邦彦担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ509A

前期／1st　semester 2.01～2火曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

消滅の危機に有る方言の記録

授業のテーマ

消滅の危機に有る方言の記録として、文法書、辞書、注釈付き談話資料を作る。

授業の概要

(1) 知識・理解:
a. 自然言語の音韻が理解できる。
b. 自然言語の文法が理解できる。
c. 日本語の多様性に意識的である。

(2) 汎用的技能:
a. 学説が必ずしも定まっていないことに意識的である。
b. 事物の構造に意識的である。
c. 科学的分析の基礎が実践できる。

(3) 態度・志向性:
授業を通じて、研究の種を掴む。

到達目標

01: 授業概要、授業計画、到達目標の説明
02: 日本語の社会的状況
03: 日本語の危機方言
04: 危機方言概観
05: 音声から文字への転写
06: 文の構造
07: 語の構造
08: アプリを利用した自動注釈
09: 自動注釈を行なうための形態素分析
10: 自動注釈を行なうための辞書編纂
11: 音韻の記述
12: 語形成の記述
13: 統語構造の記述
14: 全体のまとめと期末課題指導
15: 期末課題添削

授業計画

(1) 授業前学習 (毎週2時間): 教員が指示した重要語句や参考文献の予習。
(2) 授業後学習 (毎週2時間): 授業内容の復習と期末課題の準備。授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

(1) 板書やスクリーンを活用しながら講義を行なったのち、授業内で完結する課題を与える。
(2) 練習問題や課題を複数人で行なう機会が有る。
(3) 提出課題のうち、学習効果の高いものは、匿名処理を施して、受講者全員で共有する。授業方法

(1) 授業内課題: 50%
到達目標 (1, 3) の確認。
教員が授業内で与えた課題に対して、積極的に、かつ、的確に回答したか。

(2) 期末課題: 50%
到達目標 (2, 3) の確認。
授業内容に即した論理的文章の作成。

評価基準と
評価方法

特段の理由無く欠席した者に対する学習補助は一切行なわない。

履修上の注意

無し。

教科書

参考書
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

日本語学演習IB科目名

黒木　邦彦担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ509B

後期／2nd　semester 2.01～2火曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

アクセント、声調、イントネーションの理解と音響分析の実践

授業のテーマ

アクセントと声調との違いを理解したのち、語彙的音調を音響分析するための方法を学ぶ。

授業の概要

(1) 知識・理解:
a. アクセントと声調との違いを掴む。
b. 語彙的音調と文法的音調との違いを掴む。
c. 音声を機器で可視化する方法を掴む。

(2) 汎用的技能:
a. 学説が必ずしも定まっていないことに意識的である。
b. 構造的単位とその構成要素とに意識的である。
c. 科学的実験が計画・遂行できる。

(3) 態度・志向性:
授業を通じて、修士論文の種を掴む。

到達目標

01: 授業概要、授業計画、到達目標の説明
02: 東京式アクセントの特徴 (1)
03: 東京式アクセントの特徴 (2)
04: 東京式アクセント方言の音声分析 (1)
05: 東京式アクセント方言の音声分析 (2)
06: 上記分析結果の検討 (1)
07: 上記分析結果の検討 (2)
08: アクセントと声調との違い (1)
09: アクセントと声調との違い (2)
10: 語声調方言の音声分析 (1)
11: 語声調方言の音声分析 (2)
12: 上記分析結果の検討 (1)
13: 上記分析結果の検討 (2)
14: 全体のまとめと期末課題指導
15: 期末課題添削

授業計画

(1) 授業前学習 (毎週2時間): 教員が指示した重要語句や参考文献の予習。
(2) 授業後学習 (毎週2時間): 授業内容の復習と期末課題の準備。授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

(1) 板書やスクリーンを活用しながら講義を行なったのち、授業内で完結する課題を与える。
(2) 提出課題のうち、学習効果の高いものは、匿名処理を施して、受講者全員で共有する。

授業方法

(1) 授業内課題: 50%
到達目標 (1, 3) の確認。
教員が授業内で与えた課題に対して、積極的に、かつ、的確に回答したか。

(2) 期末課題: 50%
到達目標 (2, 3) の確認。
授業内容に即した音声デイタの作成。

特段の理由無く3回以上欠席した者は、その最終成績を0点とする。

評価基準と
評価方法

特段の理由無く欠席した者に対する学習補助は一切行なわない。

履修上の注意

窪薗 晴夫 (2006)『アクセントの法則』(岩波科學ライブラリー118) 岩波書店
ISBN-13: 978-4000074582

教科書
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服部 四郎 (1951)『音声学』(岩波全書131) 岩波書店
服部 四郎 [1951] (1979)『新版　音韻論と正書法』大修館書店
窪薗 晴夫 (1999)『日本語の音声』(現代言語学入門2) 岩波書店
早田 輝洋 (1999)『音調のタイポロジー』大修館書店

参考書
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

日本語学特殊講義IIA科目名

田附　敏尚担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ507A

前期／1st　semester 2.01～2水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

日本語文法の復習と理解の深化をめざして（品詞、語順、活用、格関係、文法カテゴリー①）

授業のテーマ

本授業では、日本語の文法を復習しつつ、さらに知識や理解を深めていくための講義を行う。
忘れている事項や習っていない事項もあるかもしれないが、理解と知識の定着のために、丁寧に進めていく予定
である。授業計画の内容について講義形式で行っていくが、相互にやりとりをしながら進めていきたい（その中
で、ちょっとした課題を課し、発表してもらうこともあり得る）。

授業の概要

(1)授業内で学んだことをふまえ、日本語の文法に関する諸問題について自ら課題を見つけることができる。（
知識・理解(1)および(2)）
(2)課題について、分析・考察することができる。（知識・理解(2)および汎用的技能(1)）到達目標

１．イントロダクション
２．学校文法について
３．品詞①（用言）
４．品詞②（体言）
５．品詞③（付属語）
６．語順①（形態的類型論）
７．語順②（文法カテゴリー）
８．語順③（数量詞）
９．活用①（活用の種類）
10．活用②（接辞）
11．述語と項①（意味役割）
12．述語と項②（格の階層性）
13．ヴォイス①（受身、使役）
14．ヴォイス②（その他）
15．まとめ

授業計画

各回で、次回の内容に関してどの程度理解があるのかの確認も含めて導入をするので、指示（用語の確認や、論
文を読んでくること等）に従って予習をしてくること。（学習時間：3時間）
授業時だけでは知識の定着は望めないため、必ず復習をすること。（学習時間：1時間）

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

基本的には講義形式だが、受講生とのディスカッションによって議論を深めていくことを前提とする。また、一
部演習形式を取ることもある。

授業方法

参加度50％（到達目標(1)に関する到達度の確認）、レポート50％（到達目標(1)(2)に関する到達度の確認）

評価基準と
評価方法

授業に積極的に参加すること。

履修上の注意

必要に応じて、プリントを配布する。

教科書

授業中に適宜、紹介する。

参考書



2023年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

日本語学特殊講義IIB科目名

田附　敏尚担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ507B

後期／2nd　semester 2.01～2水曜3曜日・時限学期 単位数配当学年

日本語文法の復習と理解の深化をめざして（文法カテゴリー②、複文、その他）

授業のテーマ

本授業では、日本語の文法を復習しつつ、さらに知識や理解を深めていくための講義を行う。
忘れている事項や習っていない事項もあるかもしれないが、理解と知識の定着のために、丁寧に進めていく予定
である。授業計画の内容について講義形式で行っていくが、相互にやりとりをしながら進めていきたい（その中
で、ちょっとした課題を課し、発表してもらうこともあり得る）。

授業の概要

(1)授業内で学んだことをふまえ、日本語の文法に関する諸問題について自ら課題を見つけることができる。（
知識・理解(1)および(2)）
(2)課題について、分析・考察することができる。（知識・理解(2)および汎用的技能(1)）到達目標

１．イントロダクション
２．授受表現
３．テンス
４．アスペクト①（テイル形）
５．アスペクト②（方言のアスペクト）
６．ムード①（対事的）
７．ムード②（対人的）
８．連体修飾
９．副詞と連用修飾
10．複文
11．主語と主題
12．造語法
13．指示詞
14．語用論
15．まとめ

授業計画

各回で、次回の内容に関してどの程度理解があるのかの確認も含めて導入をするので、指示（用語の確認や、論
文を読んでくること等）に従って予習をしてくること。<3時間>
授業時だけでは知識の定着は望めないため、必ず復習をすること。<1時間>

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

基本的には講義形式だが、受講生とのディスカッションによって議論を深めていくことを前提とする。また、一
部演習形式を取ることもある。

授業方法

参加度50％（到達目標(1)に関する到達度の確認）、レポート50％（到達目標(1)(2)に関する到達度の確認）

評価基準と
評価方法

授業に積極的に参加すること。

履修上の注意

必要に応じて、プリントを配布する。

教科書

授業中に適宜、紹介する。

参考書



2023年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

日本語教育演習A科目名

池谷　知子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ512A

前期／1st　semester 2.01～2火曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

日本語教育および関連境域における諸問題

授業のテーマ

日本語教育の実践につなげ、活用していくことを念頭に、日本語及び日本語教育をめぐる様々な問題を考える。
基本的な知識を確認・補充しつつ、自ら問題を発見し、主体的に考える力を養うことを重視したい。
論文の輪読と受講生による研究発表を中心に進める。各自のディスカッションへの積極的な参加が求められる。
実践を積むため学外の日本語教育機関に見学に行ったり、実習を行うことがある。

授業の概要

①　客観的に母語である「日本語」について高度で専門的な知識を獲得し、考えることができる。【知識・理解
】
②　日本語を母語としない者の視点に立って自ら設定した課題について、独走的な知見示すことができる。【汎
用的技能】

到達目標

第１回　イントロダクション
第２回　SLA研究とはどんな学問か
第３回　近年のSLA研究
第４回　研究テーマの設定
第５回　研究テーマの方法
第６回　SLA研究の種類
第７回　先行文献の集め方
第８回　先行文献の読み方
第９回　研究テーマの設定の方法
第10回　リサーチプランの作成
第11回　リサーチプランの構成
第12回　研究テーマの発表１
第13回　研究テーマの発表２
第14回　研究テーマの発表３
第15回　振り返りとまとめ

授業計画

事前学習：輪読する論文を熟読し、内容を把握するとともに問題点をあげておく。＜2時間＞
　　　　　発表を担当するときは、配付資料を用意しておく。
事後学習：出された課題や問題について解いてくる。＜２時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義＋演習（ディスカッションとプレゼンテーション）を含む

授業方法

・授業への積極性、発表、レポートなどの総合評価とする。
発表；授業参加・積極性：60%　【到達目標①と②に関する到達度の確認】
課題あるいはレポート：40%　　【到達目標①と②に関する到達度の確認】

評価基準と
評価方法

欠席するときは必ず事前に連絡すること

履修上の注意

適宜プリントを配布

教科書

授業中に紹介する

参考書



2023年度 神戸松蔭女子学院大学　シラバス

No.521161663 1 / 1

- - -

【修士】国語国文学専攻科目科目区分

日本語教育演習B科目名

池谷　知子担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ512B

後期／2nd　semester 2.01～2火曜4曜日・時限学期 単位数配当学年

日本語教育および関連境域における諸問題

授業のテーマ

日本語教育の実践につなげ、活用していくことを念頭に、日本語及び日本語教育をめぐる様々な問題を考える。
基本的な知識を確認・補充しつつ、自ら問題を発見し、主体的に考える力を養うことを重視したい。
論文の輪読と受講生による研究発表を中心に進める。各自のディスカッションへの積極的な参加が求められる。
実践を積むため学外の日本語教育機関に見学に行ったり、実習を行うことがある。

授業の概要

①　客観的に母語である「日本語」について高度で専門的な知識を獲得し、考えることができる。【知識・理解
】
②　日本語を母語としない者の視点に立って自ら設定した課題について、独走的な知見示すことができる。【汎
用的技能】

到達目標

第１回　イントロダクション
第２回　研究の背景の書き方
第３回　研究の目的・研究課題・仮説
第４回　研究の方法
第５回　研究データの集め方１　反応時間データ
第６回　研究データの集め方２　コーパスデータ
第７回　実験実施上の留点
第８回　データ集計の方法１
第９回　データ集計の方法２　データ入力
第10回　データ集計の方法３　エクセルを使った集計
第11回　結果から結論・考察の導き方
第12回　研究テーマの発表１
第13回　研究テーマの発表２
第14回　研究テーマの発表３
第15回　まとめと振り返り

授業計画

事前学習：輪読する論文を熟読し、内容を把握するとともに問題点をあげておく。＜２時間＞
　　　　　発表を担当するときは、配付資料を用意しておく。
事後学習：出された課題や問題について解いてくる。＜２時間＞

授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

講義＋演習（ディスカッション・プレゼンテーションを含む）

授業方法

・授業への積極性、発表、レポートなどの総合評価とする。
発表；授業参加・積極性：60%　【到達目標①と②に関する到達度の確認】
課題あるいはレポート：40%　　【到達目標①と②に関する到達度の確認】

評価基準と
評価方法

欠席するときは必ず事前に連絡すること

履修上の注意

適宜プリントを配布

教科書

授業中に紹介する

参考書
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

日本文学演習IIA科目名

青木　稔弥担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ504A

前期／1st　semester 2.01～2木曜5曜日・時限学期 単位数配当学年

夏目漱石『坊ちやん』の研究

授業のテーマ

夏目漱石の諸作品、特に『坊ちやん』をメインテーマとし、各論文の問題点、課題を検討する。併せて、漱石お
よび、その他の作家の諸作品、文学思潮、文学理論等についても、最新の情報、最新の研究成果を盛りこみ、大
学院生諸君の知見を広める。授業の概要

高校までの国語と、大学以降で研究する文学との違いを理解した上で、より深く、文学作品を楽しみ、説得力の
ある形で、その魅力を主体的に発信できる。【汎用的技能】

到達目標

第１回　ガイダンス
第２回　漱石の時代
第３回　漱石の作風
第４回　『坊ちやん』の世界
第５回　『坊ちやん』の人物
第６回　『坊ちやん』のドラマ化
第７回　観光資源としての『坊ちやん』
第８回　メディアの『坊ちやん』
第９回　『坊ちやん』の翻訳
第10回　中央と地方
第11回　鉄道の文学
第12回　ミステリーの世界
第13回　新しい漱石像
第14回　今後の課題
第15回　総まとめガイダンス

授業計画

数多くの文学作品を読み、関連する映画、ドラマを観るとともに、授業中に提示した本文テキストを、あらかじ
め精読すること。自宅、図書館等での勉学に80時間程度は必要であろう。授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

一部に演習を含む講義形式

授業方法

「大学以降での研究のあり方を理解し、文学作品の魅力を説得力のある形で主体的に発信できる」との到達目標
への達成度を最終的に評価するためにレポート試験を実施する。授業に対する取組等の日常の勉学状況も、その
過程を重視し評価することとする。
その割合は日常的な授業に対する取組状況等70％、レポート試験30％とする。

評価基準と
評価方法

好奇心を旺盛にして積極的な授業参加を心がけること

履修上の注意

授業中に指示

教科書

授業中に指示

参考書
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

日本文学演習IIB科目名

青木　稔弥担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ504B

後期／2nd　semester 2.01～2木曜5曜日・時限学期 単位数配当学年

日本近代の詩作品を読む

授業のテーマ

近代詩を読むことにより、日本文学の全貌に迫る。

授業の概要

日本文学、日本文化、および、芸術各方面について、先行研究を的確に把握した上で独創的な知見を示すことが
で きる。【汎用的技能】

到達目標

第１回　ガイダンス
第２回　日本近代文学
第３回　日本近代詩
第４回　島崎藤村
第５回　高村光太郎
第６回　山村暮鳥
第７回　北原白秋
第８回　萩原朔太郎
第９回　千家元麿
第10回　室生犀星
第11回　宮沢賢治
第12回　三好達治
第13回　草野心平
第14回　まど・みちお
第15回　まとめ

授業計画

日本文学全般に目配りし、様々な文献を精読すること。自宅、図書館等での勉学に80時間程度は必要であろう。
授業外における
学習（準備学習
の内容・時間）

演習形式。各自が、あらかじめ用意してきたものを、授業時間中に提示し、それを、どのように位置づけすれば
よいかを受講生間で相互に確認する作業を適宜、実施する。
必要に応じてmanabaを活用する。コースニュースで必要事項を適宜、伝達し、掲示板へ書き込みをしてもらうこ
とにする。

授業方法

到達目標への達成度を最終的に評価するためにレポート試験を実施する。授業に対する取組等の日常の勉学状況
も、その過程を重視し評価することとする。
その割合は日常的な授業に対する取組状況等70％、レポート試験30％とする。

評価基準と
評価方法

積極的な授業参加が必要

履修上の注意

『新潮ことばの扉　教科書で出会った名詩一〇〇』
　新潮文庫　し-24-1
　ISBN　978-4-10-127451-5教科書

適宜、指定する。

参考書
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

日本文学史特殊講義A科目名

田中　まき担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ505A

前期／1st　semester 2.01～2水曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

上代・中古古典文学史の研究

授業のテーマ

上代および中古の古典文学の史的展開について講義する。
文学作品の複製本や影印本を提示し、それぞれの作品の特性や実態に触れつつ、
それらの文学が生み出された歴史的背景やそれぞれの生成のあり方について考察する。授業の概要

(1)各ジャンルの文学の成立や享受の様相を理解し、説明できる。【知識・理解】
(2)古典文学や日本文化について考察したことを論じたり記述したりできる。【汎用的技能】

到達目標

第１回　『古事記』『日本書紀』
第２回　『万葉集』
第３回　漢文学の隆盛と勅撰漢詩集
第４回　『古今和歌集』
第５回　屏風歌と歌合
第６回　私家集
第７回　物語文学①『竹取物語』
第８回　物語文学②『伊勢物語』
第９回　物語文学③『源氏物語』
第10回　歴史物語『栄花物語』『大鏡』
第11回　『土佐日記』
第12回　『蜻蛉日記』『更級日記』など女流日記
第13回　『枕草子』
第14回　『今昔物語集』
第15回　まとめと期末試験

授業計画

授業前準備学習：各回の授業で扱う文学史の流れについて調べて、学習する。（学習時間：２時間）
授業後学習：文学史の流れを整理し、授業で扱った作品についてさらに探究する。（学習時間：２時間）授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

講義を中心とするが、プレゼンテーションやディスカッションも取り入れる。

授業方法

期末試験　70％　到達目標（1）(2）に関する到達度の確認。
小テスト　20％　到達目標（1）に関する到達度の確認。
授業への取り組み・発言　10％　到達目標(2）に関する到達度の確認。

評価基準と
評価方法

遅刻欠席は厳に慎むこと。

履修上の注意

『原色 新日本文学史[増補版]』（文英堂）978－4－578－27192－5

教科書

適宜、提示する。

参考書
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

日本文学史特殊講義B科目名

田中　まき担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ505B

後期／2nd　semester 2.01～2水曜2曜日・時限学期 単位数配当学年

中世・近世古典文学史の研究

授業のテーマ

中世および近世の古典文学の史的展開について講義する。
文学作品の複製本や影印本を提示し、それぞれの作品の特性や実態に触れつつ、
それらの文学が生み出された歴史的背景やそれぞれの生成のあり方について考察する。授業の概要

(1)各ジャンルの文学の成立や享受の様相を理解し、説明できる。【知識・理解】
(2)古典文学や日本文化について考察したことを論じたり記述したりできる。【汎用的技能】

到達目標

第1回　『新古今和歌集』
第2回　 中世和歌と歌学
第3回 　連歌
第4回  『平家物語』
第5回 　軍記物語
第6回　『宇治拾遺物語』など説話集
第7回　 中世の日記・紀行文
第8回　『方丈記』
第9回　『徒然草』
第10回　能・狂言
第11回　浮世草子、読本など近世文学
第12回　俳諧と松尾芭蕉
第13回　浄瑠璃・歌舞伎
第14回　近世和歌と国学
第15回　まとめと期末試験

授業計画

授業前準備学習：各回の授業で扱う文学史の流れについて調べて、学習する。（学習時間：２時間）
授業後学習：文学史の流れを整理し、授業で扱った作品についてさらに探究する。（学習時間：２時間）授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

講義を中心とするが、プレゼンテーションやディスカッションも取り入れる。

授業方法

期末試験　70％　到達目標（1）(2）に関する到達度の確認。
小テスト　20％　到達目標（1）に関する到達度の確認。
授業への取り組み・発言　10％　到達目標(2）に関する到達度の確認。

評価基準と
評価方法

遅刻欠席は厳に慎むこと。

履修上の注意

『原色 新日本文学史[増補版]』（文英堂）978-4-578-27192-5

教科書

適宜、提示する。

参考書
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

日本文学特殊講義IA科目名

田中　まき担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ501A

前期／1st　semester 2.01～2木曜1曜日・時限学期 単位数配当学年

物語文学の生成と享受

授業のテーマ

平安時代の物語のうち、『竹取物語』『伊勢物語』『源氏物語』を中心に、
それらの物語がどのように生成され、どのように後世の文学や文化に享受されたかについて考察する。
また、古写本の複製や影印本、版本を使って探究して行く。授業の概要

（１）物語文学の生成と享受について理解し、その特徴について説明できる。【知識・理解】
（２）物語文学の古写本などの書誌を理解し、説明できる。【知識・理解】
（３）物語文学について考察したことを論じたり記述したりできる。【汎用的技能】到達目標

第１回　物語文学についての概説
第２回　伝奇物語の生成
第３回　『竹取物語』の生成
第４回　『竹取物語』の享受
第５回　歌物語の生成
第６回　『伊勢物語』の生成
第７回　『伊勢物語』の増補
第８回　『伊勢物語』の享受
第９回　日記文学と物語
第10回　『源氏物語』の生成
第11回　『源氏物語』の構成
第12回　『源氏物語』の享受
第13回　『源氏物語』の他ジャンルへの影響
第14回　そのほかの物語について
第15回　物語文学のまとめ

授業計画

授業前準備学習：物語文学や古写本の知識を持つよう関係図書を読む。（２時間）
授業後学習：授業で取り上げた物語文学の生成と享受について整理し、さらに探究する。（２時間）授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

講義と演習（プレゼンテーションおよびディスカッション）

授業方法

レポート　60％　到達目標（1）(2）（３）に関する到達度の確認。
小テスト　30％　到達目標（1）に関する到達度の確認。
授業の取り組み・発言　10％　到達目標（３）に関する到達度の確認

評価基準と
評価方法

遅刻・欠席をしないように努めること。

履修上の注意

適宜、プリントを配付する。

教科書

必要に応じて提示する。

参考書
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【修士】国語国文学専攻科目科目区分

日本文学特殊講義IB科目名

田中　まき担当教員 科目ﾅﾝﾊﾞｰ MJ501B

後期／2nd　semester 2.01～2木曜1曜日・時限学期 単位数配当学年

和歌文学の生成と享受

授業のテーマ

平安時代の歌集のうち、勅撰集の『古今和歌集』、私家集の『小町集』『業平集』を中心に、
それらの歌集がどのように生成され、どのように後世の文学や文化に享受されたかについて考察する。
また、それらについて、古写本の複製や影印本、版本を使って探究して行く。授業の概要

（１）和歌文学の生成と享受について理解し、その特徴について説明できる。【知識・理解】
（２）和歌文学の古写本などの書誌を理解し、説明できる。【知識・理解】
（３）物語文学について考察したことを論じたり記述したりできる。【汎用的技能】到達目標

第１回　和歌文学についての概説
第２回　屏風歌
第３回　歌合
第４回　勅撰和歌集
第５回　『古今和歌集』の生成
第６回　『古今和歌集』の享受
第７回　八代集
第８回　私家集
第９回　『小町集』の生成
第10回　『小町集』の享受
第11回　『業平集』の生成
第12回　『業平集』の享受
第13回　そのほかの歌集
第14回　平安時代の古写本のまとめ
第15回　和歌文学のまとめ

授業計画

授業前準備学習：和歌文学や古写本の知識を持つよう関係図書を読む。（２時間）
授業後学習：授業で取り上げた和歌文学の生成と享受について整理し、さらに探究する。（２時間）授業外における

学習（準備学習
の内容・時間）

講義と演習（プレゼンテーションおよびディスカッション）

授業方法

レポート　60％　到達目標（1）(2）に関する到達度の確認。
小テスト　30％　到達目標（1）に関する到達度の確認。
授業の取り組み・発言　10％　到達目標（３）に関する到達度の確認。

評価基準と
評価方法

遅刻・欠席をしないように努めること。

履修上の注意

適宜、プリントを配付する。

教科書

必要に応じて提示する。

参考書


